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 まなびのひろば

坂
戸
城
跡
石
垣
修
理
工
事
の
た
め

不
用
な
石
材
を
ご
寄
贈
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課 

文
化
振
興
係

☎
７
７
３
‐
３
７
５
６

　
市
で
は
、
国
指
定
史
跡
坂
戸
城
跡
の
石

垣
修
理
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
石
が
抜

き
取
ら
れ
た
所
に
新
た
な
石
を
積
み
直
す

予
定
で
す
が
、
石
材
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

提
供
可
能
な
石
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
石
材

　
１
メ
ー
ト
ル
前
後
で
加
工
さ
れ
て
い
な

い
自
然
石
。
坂
戸
周
辺
で
採
れ
た
石
で
な

く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

注
意
事
項

　
石
垣
に
適
し
て
い
る
か
石
材
を
調
査
し
、

適
し
て
い
る
場
合
は
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま

す
。
運
搬
費
用
は
、
市
で
負
担
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課 
郷
土
史
編
さ
ん
係

☎
７
７
３-

２
１
９
７ 65

追お
い
分わ
け
三
国
街
道
清
水
街
道
」
の
隣
な
ど
で

水
準
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
写
真

２
）
し
、
塩
沢
の
三
角
点
は
、
塩
沢
小
学

校
の
屋
上
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
全
国
的
な
水
準
点
な
ど
の

設
置
は
、
１
８
７
６
年
（
明
治
６
年
）
か

ら
内
務
省
が
行
っ
た
高
低
測
量
（
水
準
測

量
）
な
ど
が
は
じ
ま
り
で
す
。
こ
の
と
き

測
量
さ
れ
、
基
準
と
な
っ
た
標
高
に
は
漢

字
「
不
」
に
似
た
「
几き

号ご
う

」
と
呼
ば
れ
る

記し
る
しが

、
専
用
の
石
柱
や
標
石
に
刻
ま
れ
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
既
存
の
不
朽
物

（
神
社
の
鳥
居
や
灯と
う

篭ろ
う
、
狛こ
ま

犬い
ぬ
、
石
碑
の

台
座
、
欄
干
な
ど
）
に
も
刻
ま
れ
た
そ
う

で
す
。

　
新
潟
県
内
の
古
い
水
準
点
な
ど
と
し
て

は
、
柏
崎
の
米
山
薬
師
堂
の
三
角
点
（
１

８
８
５
年
設
置
）
や
、
国
が
阿
賀
野
川
を

改
修
し
た
際
に
設
置
し
た
阿
賀
野
川
基
準

標
石
（
１
９
１
５
年
設
置
と
推
定
）
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
南
魚
沼
に
も
古
い
水
準
点
が
な
い
か
と
、

寺
社
な
ど
の
石
造
物
や
古
い
石
碑
の
台
座

等
を
観
察
し
て
い
ま
す
が
、
み
か
け
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
水
準
点
な
ど
は
、
道
路
工
事
や
測
量
関

係
の
業
務
に
携
わ
る
人
に
は
な
じ
み
深
い

こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
な
に
か
ご
存
知

の
人
は
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
三
角
点
の
地
図
記
号
は
「

」、
電
子

　
大
和
町
公
民
館
の
駐
車
場
の
片
隅
に
、

見
慣
れ
ぬ
ア
ン
テ
ナ
の
付
い
た
金
属
製
の

標
柱
が
立
っ
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。
銘

板
を
見
る
と
「
基
本
電
子
基
準
点
」
と
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
の
標
柱
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
か
ら
発
信

さ
れ
た
電
波
を
受
信
し
、
こ
の
地
点
の
位

置
を
観
測
す
る
た
め
の
施
設
だ
そ
う
で
す
。

受
信
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
国
土
地
理
院
に
毎

日
転
送
さ
れ
、
土
地
の
測
量
、
地
図
の
作

成
、
地
震
・
火
山
噴
火
予
知
の
基
礎
資
料

に
利
用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　「
基
本
電
子
基
準
点
」
は
、
国
土
地
理

院
に
よ
っ
て
全
国
に
約
１
３
０
０
か
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
他
に
も
測
量
に
用
い
る
経
度
・
緯

度
・
標
高
の
基
準
と
な
る
三
角
点
（
測
量

の
基
準
と
な
る
点
）
や
水
準
点
が
全
国
各

地
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
角
点
は
全

国
に
10
万
か
所
ほ
ど
、
水
準
点
は
２
万
か

所
ほ
ど
が
主
要
な
道
路
に
そ
っ
て
２
㎞
ご

と
に
設
置
さ
て
い
る
そ
う
で
す
。
南
魚
沼

市
内
で
は
、
六
日
町
上か
ん

町ま
ち

の
石
碑
「
史
跡

基
準
塔
は
「

」、
水
準
点
は
「

」、
石

碑
は
「

」
で
、
地
図
上
で
確
認
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
地
域
の
歴
史
散
策
と
あ

わ
せ
て
見
学
す
る
こ
と
も
興
味
深
い
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。

写
真
１　
基
本
電
子
基
準
点
〔
浦
佐
〕

写 

真
２　
追お
い
分わ
け
の
石
碑
と
水
準
点

　
〔
六
日
町
上
町
〕
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